
 
期間：平成１７年７月２０日（水）～９月４日（日）  場所：群馬県立図書館３階展示コーナー  

群馬県立図書館では、群馬県関連の郷土資料を重点的に収集、利用提供、保存に努めており、 
これらの中から、特色ある地域資料を幅広く紹介しています。 
今回の資料展示では、昭和６０（１９８５）年８月１２日に起きた航空史上未曾有の大事故である 
日航ジャンボ機１２３便墜落の大惨事を振り返り、再発防止を願い、これまでに出版された関連の 
図書・新聞・雑誌・視聴覚資料等をご覧いただきます。 

展示資料について  
 本展示は、日航機墜落事故関連の図書・新聞・雑誌・視聴覚資料等の一端を紹介するもので、  
 全ての資料等を網羅的に紹介するものではありません。ここに展示した１２３点の資料（新聞・  
 雑誌を除く）は、所蔵資料の一部です。  
 展示資料のうち、「＋」記号の付いたものは郷土資料です。通常は２階調査相談室の郷土資料  
 コーナーにあり、いつでも閲覧できます。複本がある場合には、展示期間中でも貸出のできるも  
 のがあります。「＊」記号の付いたものは、通常は貸出可能な一般資料です。  
 なお、展示されていない所蔵資料のことや展示資料の貸出等のご相談は、２階調査相談室で受  
 け付けておりますので、お申し付けください。  
   

報告書  

 
＋ １ 「航空事故調査報告書」 運輸省航空事故調査委員会／著 １９８７  
＋ ２ 「Ａｉｒｃｒａｆｔ Ａｃｃｉｄｅｎｔ Ｉｎｖｅｓｔｉｎｇ Ａｃｔｉｏｎ Ｒｅｐｏｒｔ（英
文）日航機事故調査報告書」（米国国家運輸安全委員会マイクロフィルムから複写したもの） 原田雅純／
編 １９９２  
＋ ３ 「日航１２３便墜落事故対策の記録」 群馬県総務部消防防災課／編 １９８６  
＋ ４ 「降下地域、目下生存者なし!」 斎藤明導／編 １９９４  
＋ ５ 「日航機事故から空の安全を考える」  ８．１２連絡会原因究明部会／編 １９８８  
＋ ６ 「日本航空ジャンボ機御巣鷹山墜落事故審査申立書」 ８．１２連絡会／編 １９８９  
＋ ７ 「日航機事故不起訴理由説明会概要」 ８．１２連絡会／編 １９９０  
＋ ８ 「老朽機の安全対策要望書」 ８．１２連絡会／編 １９９１  
＋ ９ 「文集 御巣鷹 鎮魂の賦」 藤岡多野医師会／編 １９８７   
＋１０ 「日航１２３便事故と医師会の活動」 群馬県医師会／編 １９８６  
＋１１ 「遺体の身元を追って」 群馬県歯科医師会／編 １９８６  
＋１２ 「日航機墜落事故・自治体職員の活動」 群馬県地方自治研究センター／編  
＋１３ 「身元確認」大國勉／著 フリープレス ２００１  
＋１４ 「救護体験記」 日本赤十字社振興部報道課／編 １９８６   
＋１５ 「遺体鑑定」 鈴木和男／著 講談社 １９９９  
＋１６ 「ボーイング747（ＪＡ８１１９号機）はなぜ墜落したか」 ８．１２連絡会原因究明部会／編 １
９８７   
   

小 説  

   
＋１７ 「クライマーズ・ハイ」 横山秀夫／著 文藝春秋 ２００３  
＋１８ 「沈まぬ太陽 ３ 御巣鷹山篇」 山崎豊子／著 新潮社 １９９９  
＊１９ 「小説・日本航空」 渡辺一雄／著 かもがわ出版 １９８７  
 

追 悼 文 集  

   
＋２０ 「おすたかれくいえむ（茜雲２）」 ８．１２連絡会／編 毎日新聞社 １９８７  
＋２１ 「再びのおすたかれくいえむ」 ８．１２連絡会／編 毎日新聞社 １９９１  
＋２２ 「河口博次追悼集」 河口博次追悼集刊行発起人会 １９８８  
＋２３ 「暁の里」 森下玲子／著 文園社 １９９１  
＋２４ 「遺恨御巣鷹」 菊地定則／著 ２００２  
＋２５ 「感性に訴える同和教育」 田中蔚／著 明石書店 １９８８  
＋２６ 「雪解けの尾根」 池田知加恵／著 ほおずき書籍 １９９６  
＋２７ 「なにか云って」 池田知加恵／編著 １９８７  
＋２８ 「Ｅａｓｔ ｏｆ Ｅｄｅｎ」  池田知加恵／編著 １９８７  

資料展示 

日航機墜落事故から２０年 



＋２９ 「別れの曲」 山口静江／編著 １９８８  
＋３０ 「許されざる離陸」 竹永和民／編著 １９８７  
＋３１ 「いのり」 親和女子高等学校高校１年（第４０回生）／編 １９８６  
＋３２ 「白い鯉のぼり」（野火叢書１８４） 美谷島邦子／著 野火の会 １９８９  
＋３３ 「あかいふうせん」（詩集４） 美谷島邦子／著 １９９０  
＋３４ 「あなたに」（詩集５） 美谷島邦子／著 １９９１  
＋３５ 「空の小窓」（詩集６） 美谷島邦子／著 １９９２  
＋３６ 「いつまでもいっしょだよ」（絵本） みやじまくにこ／作・画 扶桑社 １９８８  
＋３７ 「Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ」 Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ編集委員会／編         １９８７  
＋３８ 「やまなみのかなたへ」 川上夫妻を偲ぶ文集刊行委員会／編 １９９１  
＋３９ 「御巣鷹山に消えた隆子への便り」 生駒重一／著 １９８７  
＊４０ 「上を向いて歩こう」 柏木由紀子／著 フジテレビ出版 １９８６  
＋４１ 「おすたか」 ８．１２連絡会／編  
＋４２ 「茜雲 １」 ８．１２連絡会／編 １９８６  
＋４３ 「茜雲 ３」 ８．１２連絡会／編 １９８８  
＋４４ 「茜雲 ５」 ８．１２連絡会／編 １９９０  
＋４５ 「茜雲 ７」 ８．１２連絡会／編 １９９２  
＋４６ 「茜雲 １５年目」 ８．１２連絡会／編 １９９９  
＋４７ 「茜雲 １８」 ８．１２連絡会／編 ２００３  
＋４８ 「聞こえますか。１」 ８．１２連絡会／編 １９８６  
＋４９ 「小さな目は見た」 上野村立上野小学校／編 １９８５  
＋５０ 「かんな川 ５（日航１２３便上野村墜落事故作文特集）」 上野村立上野中学校／編 １９８５
 
＋５１ 「ご遺族のみなさんへ」 長野県南佐久郡川上村川上第２小学校／編 １９８５  
＋５２ 「日航機遭難者の霊に捧ぐ漣歌」 小林寅之助／著 藤岡市明るい社会づくりの会 １９８５  
＋５３ 「鎮魂のしおり」 慰霊の園／編著 １９８８  
   

ルポルタージュ  

   
＋５４ 「国家機密」 池田昌昭／著 金沢印刷 １９９４  
＋５５ 「続国家機密」 池田昌昭／著 金沢印刷 １９９４  
＋５６ 「ＪＡＬ１２３便墜落「事故」真相解明」 池田昌昭／著 文芸社 １９９８  
＋５７ 「ＪＡＬ１２３便は自衛隊が撃墜した」 池田昌昭／著 文芸社 １９９８  
＋５８ 「ＪＡＬ１２３便空白の１４時間」 池田昌昭／著 文芸社 １９９９  
＋５９ 「完全犯罪 ＪＡＬ１２３便撃墜事件」 池田昌昭／著 文芸社 ２００３  
＋６０ 「ジャンボ墜落」 吉原公一郎／著 人間の科学社 １９８５  
＋６１ 「迷走 ドキュメント日本航空」 石飛仁・竹田遼／著 経林書房 １９８５  
＋６２ 「航空大事故の予測」 井上赳夫／著 大陸書房 １９８５  
＋６３ 「日航ジャンボ機墜落」 朝日新聞社会部／編 朝日新聞社 １９８５  
＋６４ 「悲劇の真相 日航ジャンボ機事故調査の６７７日」 鶴岡憲一・北村行孝／著 読売新聞社 １
９９１  
＋６５ 「疑惑 ＪＡＬ１２３便墜落事故」 角田四郎／著 早稲田出版 １９９３  
＋６６ 「墜落事故のあと」 川北宇夫／著 文藝春秋 １９９２  
＋６７ 「墜落の夏」 吉岡忍／著 新潮社 １９８６  
＋６８ 「日本航空連続事故」 日航機事故真相追及プロジェクトチーム／著 水曜社 １９８６  
＋６９ 「墜落現場に遺された人たち」 飯塚訓／著 講談社 ２００１  
＋７０ 「遺体墜落 御巣鷹山の日航機１２３便」 飯塚訓／著 講談社 １９９８  
＋７１ 「墜落 第１巻 驚愕の真実」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＋７２ 「壊れた尾翼」 加藤寛一郎／著 技報堂出版 １９８７  
＋７３ 「壊れた尾翼」（講談社＋α文庫） 加藤寛一郎／著 講談社 ２００４  
＋７４ 「葬り去られた真実 日航ジャンボ機墜落事故の疑惑」 宮村浩高／著 青心社 ２００３  
＋７５ 「真説 日本航空機事故簿」 内藤一郎／著 亜紀書房 １９９４  
＋７６ 「機長の「失敗学」」 杉江弘／著 講談社 ２００３  
＋７７ 「巨大事故の時代」 高木仁三郎／著 弘文堂 １９８９  
＋７８ 「隠された証言 日航１２３便墜落事故」 藤田日出男／著 新潮社 ２００３  
＋７９ 「シンポジウム 日航機事故からの空の安全を考える」 ８．１２連絡会／著 １９８８  
＊８０ 「日航ジャンボ機墜落」（朝日文庫） 朝日新聞社会部／編 朝日新聞社 １９９０  
＊８１ 「航空機の安全」 航空問題研究会／編 大月書店 １９８６  
＊８２ 「死角 巨大事故の現場」 柳田邦男／著 新潮社 １９８５  
＊８３ 「事実の考え方」 柳田邦男／著 新潮社 １９８７  
＊８４ 「墜落の背景 日航機はなぜ落ちたか 上」 山本善明／著 講談社 １９９９  
＊８５ 「墜落の背景 日航機はなぜ落ちたか 下」 山本善明／著 講談社 １９９９  
＊８６ 「墜落!の瞬間」 マルコム・マクファーソン／編著 青山出版社 １９９９  
＊８７ 「インターネットで解くＪＡＬ１２３便事件」 池田昌昭／著 文芸社 ２００１  



＊８８ 「天命の陳情」 村岡伸治／著 東京図書出版会 ２００２  
＊８９ 「日本の航空機事故９０年」 大内建二／著 交通研究協会 ２００３  
＊９０ 「日本航空事故処理担当」（講談社＋α新書） 山本善明／著 講談社 ２００１  
＊９１ 「墜落事故」 デイヴィッド・オーウェン／著 青木謙知／訳 原書房 ２００３  
＊９２ 「いま飛行機は安全か」 吉原公一郎／著 三省堂 １９８５  
＊９３ 「墜落 ハイテク旅客機がなぜ落ちるのか」 加藤寛一郎／著 講談社 １９９０  
＊９４ 「航空事故 増改訂版」 デイビッド・ゲロー／著 清水／訳 イカロス出版 １９９７＊９５ 
「航空事故」（中公新書） 柳田邦男／著 中央公論社 １９７９  
＊９６ 「飛行機はなぜ落ちるか」（ブルーバックス） 遠藤浩／著 講談社 １９９４  
＊９７ 「空いっぱいの危険」 全運輸省労働組合／著 朝日新聞社 １９８３  
＊９８ 「危ない飛行機が今日も飛んでいる 上」 メアリー・スキアヴォ／著 杉浦一機・杉谷浩子／訳
草思社 １９９６  
＊９９ 「危ない飛行機が今日も飛んでいる 下」 メアリー・スキアヴォ／著 杉浦一機・杉谷浩子／訳
草思社 １９９９  
＊１００「ブラック・ボックス」 ニコラス・フェイス／著 小路浩史／訳 原書房 １９９８  
＊１０１「私だけの勲章」 後藤正治／著 日本経済新聞社 １９９０  
＊１０２「現代人災黒書」 尾崎一馬／著 三一書房 １９９２  
＊１０３「墜落 第１巻 驚愕の真実」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＊１０４「墜落 第２巻 新システムの悪夢」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＊１０５「墜落 第３巻 機体異常」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＊１０６「墜落 第４巻 火災と爆破」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＊１０７「墜落 第５巻 エンジン損傷」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＊１０８「墜落 第６巻 風と雨の罠」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＊１０９「墜落 第７巻 衝突とニアミス」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＊１１０「墜落 第８巻 離陸、瞬時の決断」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００１  
＊１１１「墜落 第１０巻 人間のミス」 加藤寛一郎／著 講談社 ２００２  
   

そ の 他  

   
＋１１２「今日に充実を（日航機事故報道記事集１）」 各務恒雄／編 １９８５  
＋１１３「続 今日に充実を（日航機事故報道記事集２）」 各務恒雄／編 １９９１  
＋１１４「日航ジャンボ機墜落事故への対応」 黒沢丈夫／著 自館製本 ２０００  
＋１１５「Ｔｈｅ Ｆｒｅｓｎｏ Ｂｅｅ １９８５．８．１３朝刊 日航ジャンボ機事故関係資料 コピ
ー」（米国・カリフォルニア州フレスノ市の地方新聞）   
＋１１６「日航機墜落事故関係新聞記事 １９９５年８月」 自館製本 １９９６  
＋１１７「日航機墜落で報道された御巣鷹山について」 串田光一／著 １９８５  
＋１１８「御巣鷹の草花たち」 ＵＩＮの会／編 慰霊の園 １９９１  
＋１１９「おすたかの石仏たち」 ８．１２連絡会／編 １９９５  
＋１２０「おすたか追悼演奏曲集」 ８．１２連絡会／編 １９９４  
＋１２１「御巣鷹山 アコーディオン曲集」 高崎アコーディオンサークル／著 １９８７  
   

視聴覚資料  

   
＊１２２「日本航空史 第１巻～第３巻」（ビデオテープ） ＮＨＫソフトウェア ２００１  
＊１２３「おすたかれくいえむ １～７」（カセットテープ） ８．１２連絡会／編 １９８９  
 （毎日新聞社発行「おすたかれくいえむ」の朗読テープ）   
   

新聞  

   
 朝日新聞（本紙群馬版、縮刷版）  
 サンケイ新聞（本紙）  
 上毛新聞（本紙）  
 東京新聞（本紙）  
 日本経済新聞（縮刷版）  
 毎日小学生新聞（本紙）  
 毎日新聞（本紙群馬版、縮刷版）  
 読売新聞（縮刷版）  
   

雑誌  

   
 アサヒグラフ  
 朝日ジャーナル  
 月刊現代  



 サンデー毎日  
 週刊朝日  
 週刊現代  
 週刊サンケイ  
 週刊新潮  
 週刊ＴＶガイド  
 週刊東洋経済  
 週刊文春  
 週刊ベースボール  
 週刊ポスト  
 週刊読売  
 日経ビジネス   
 


